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衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
阪
神
大
震
災
二
十
一
年
、
東
日
本
大
震
災
五
年
経
過
後
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
阪
神
大
震
災
二
十
一
年
、
東
日
本
大
震
災
五
年
経
過
後
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
六
号
）
に
基
づ
く
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
（
以
下
「
支
援
金
」
と

い
う
。
）
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
そ
の
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
者
の
生
活
の
再
建
を
支
援
し
、
住
民
の
生
活
の

安
定
と
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
も
重
要
な
生
活
基
盤
で
あ
る

住
宅
に
全
壊
、
大
規
模
半
壊
等
の
重
大
な
被
害
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯
主
を
支
給
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
か
ら
内
閣
府
が
主
催
す
る
「
被
災
者
に
対
す
る
国
の
支
援
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
等
に
お
い
て
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

二
に
つ
い
て

自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
の
生
活
の
再
建
の
支
援
に
係
る
事
務
は
、
第
一
義
的
に
は
市
町
村
が
行
う
こ
と
を
前

一



提
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
支
援
金
は
、
一
定
の
規
模
以
上
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
都
道
府
県
の
相
互
扶
助
及
び
国
に

よ
る
財
政
援
助
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
の
生
活
の
再
建
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
当
該
都
道
府
県
が
支
給
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
が
支
援
金
の
支
給
義
務
を
負
い
、
ま
た
、
国
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
財
政
負
担
を
行
う
災
害
を
明

確
に
す
る
観
点
か
ら
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
の
区
域
を
単
位
と
し
て
、
一
定
数
以
上
の
世
帯
の
住
宅
が
全
壊
す
る
等
の
被

害
が
発
生
し
た
自
然
災
害
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
か
ら
内
閣
府
が
主
催
す
る
「
被
災
者
に

対
す
る
国
の
支
援
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
等
に
お
い
て
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


